
                                      

２０２３年度 東北ブロック・ユネスコ活動研究会秋田大会 開催要項 

                                     
大会テーマ：地域に根ざして「平和の心」を育む 

―持続可能な社会の実現を目指して― 

 

１ 開催趣旨 

私たち東北のユネスコ協会は、ユネスコ憲章の理念にもとづき、平和な地球社会の構築を目指し

て、それぞれの地域で活動しています。また、国連が掲げる持続可能な開発目標 SDGｓへの取組が

全国的に拡大する中で、ユネスコ活動としても目標達成のための行動を加速させていくことが求め

られます。 

しかし、今日の世界情勢は私たちの願いもむなしく、厳しい状況が続いています。平和なくして

持続可能な開発はなく、持続可能な開発なくして平和はありえないでしょう。このような時こそ、

改めて平和について考えてみる必要があるのではないでしょうか。 

本大会では、平和で持続可能な社会を実現するために、地域のユネスコ協会としてどう取り組ん

でいくかについて話し合います。 

 

２ 期  日  ２０２３年１０月１４日（土） 

 

３ 会  場  ホテルメトロポリタン秋田 

        〒010-8530秋田市中通７丁目２－１                     

                TEL：018-831-2223  FAX：018-831-2231         

 

４ 主  催  公益財団法人日本ユネスコ協会連盟、東北ブロック・ユネスコ連絡協議会、秋田県

ユネスコ連絡協議会、秋田ユネスコ協会（主管） 

 

５ 後援予定  秋田県・秋田県教育員会・秋田市・秋田市教育委員会・秋田県国際交流協会・日本

国際連合協会秋田県本部・秋田魁新報社・朝日新聞社秋田総局・読売新聞社秋田支

局・毎日新聞社秋田支局・産経新聞社秋田支局・NHK秋田放送局・ABS秋田放送・AKT

秋田テレビ・AAB秋田朝日放送・秋田ケーブルテレビ・エフエム秋田 

 

６ 参 加 者  ユネスコ協会員、関係機関・団体、一般市民 

 

７ 大会日程  １０月１４日（土） １１：３０～１７：１０ 

        （１）１１：３０～１２：３０ 受付・開場 

        （２）１２：３０～１２：４５ オープニング 

（３）１２：４５～１３：１５ 開会式（主催者代表あいさつ・来賓代表祝辞等） 

        （４）１３：１５～１３：５０ 日本ユネスコ国内委員会報告 

                       日本ユネスコ協会連盟からの発表 

                       青年会員による発表 

 



                                      

        （５）１３：５０～１５：１０ 

基調講演 

演題：「故郷を失った難民の日々―シリア難民から考える世界―」 

                講師：ドキュメンタリーフォトグラファー 

小松由佳氏（秋田市出身） 

        （６）１５：２０～１７：００  

パネルディスカッション 

                テーマ：「平和の心を育むユネスコ活動」 

コーディネーター：秋田ユネスコ協会会長 小林建一氏 

パネリスト：仙台ユネスコ協会副会長 内藤恵子氏                           

「キリバス民間ユネスコ協会設立プロジェクト」 

いわきユネスコ協会事務局長 沢 宏一氏 

「若い力を育む―青少年の心に平和の砦を―」 

秋田ユネスコ協会理事 カビール・ムハムドゥル氏 

「外国人による日本語スピーチ・コンテスト―多

様な文化は豊かな社会へのパスポート―」 

        （７）１７：００～１７：０５ 次期開催県代表あいさつ 

        （８）１７：０５～１７：１０ 閉会式（終了御礼あいさつ） 

 

８ 大会終了後日程  

        （１）１７：２０～１８：００ 各県代表者会議 

        （２）１８：３０～２０：３０ 交流会（アトラクション、歓迎あいさつ等） 
［任意参加］ 

９ 参加費用  大会参加費  ２，５００円 

        交流会参加費 ６，０００円 

 

10 エクスカーション（先着２５名 最小催行人員２０名） 参加費 ７，０００円 ［任意参加］ 

   ２０２３年１０月１５日（日） ９：００～１５：３０ 

「横手市増田内蔵とまんが美術館を巡る」（秋田～増田～秋田） 

 

参加留意事項 

        ５月８日から、新型コロナウィルスは、季節性インフルエンザウィルスと同じ扱い

となりましたが、感染拡大の懸念がなくなったわけではありませので、参加者各自

の判断によりマスクの着用など、感染対策を考えてご参加くださるよう、お願いし

ます。 


